
もくじもくじ
宮司挨拶／祭典ごよみ／夏季大祭

夏越大祓式・茅の輪神事のご案内

終戦80年　大分空襲／皇居清掃奉仕

有村治子氏寄稿／婚礼より

宮司挨拶／祭典ごよみ／夏季大祭

夏越大祓式・茅の輪神事のご案内

終戦80年　大分空襲／皇居清掃奉仕

有村治子氏寄稿／婚礼より

社報 春 日 神 社
第 四十三 号

題字　東郷平八郎

発行者 〒870−0031
大分市勢家町４−６−87
春日神社 宮司 宮本　之
℡０９７−５３２−５６３８

発行日 令和７年６月10日



２

六
月
三
十
日

水
無
月
　
大
祓
式

十
月
十
八
日

秋
季
大
祭
　
宵
祭

十
月
十
九
日

秋
季
大
祭

神
幸
祭
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潮
掻
き
神
事

十
一
月
二
十
三
日

新
嘗
祭

九
月
二
十
五
日

摂
社
　
天
満
社
祭

七
月
十
八
日

夏
季
大
祭
　
宵
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ど
も
神
輿
巡
行

七
月
十
九
日

夏
季
大
祭
　
夏
越
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
輿
巡
行

十
一
月
十
五
日

七
五
三
祭

十
二
月
三
十
一
日

師
走
大
祓
式
・
除
夜
祭

毎
月
一
日
・
十
五
日
は
月
次
祭

２

　
当
社
祭
典
の
中
で
一
番
規
模
の
大
き
い
行
事
で
あ
る
夏
越
大
祭
。氏
子
青

年
会
で
は
会
長
並
び
に
総
先
導
を
中
心
に
こ
の
春
よ
り
神
輿
会
議
を
開
始
。

本
番
に
向
け
て
現
在
準
備
を
執
り
進
め
て
お
り
ま
す
。近
年
の
課
題
と
し
て

担
ぎ
手
不
足
、
酷
暑
と
も
呼
べ
る
高
温
が
予
想
さ
れ
ま
す
。担
ぎ
手
に
つ
き

ま
し
て
は
氏
子
町
内
で
取
り
ま
と
め
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※

巡
行
路
に
つ
い
て
は
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
い
た
し
ま
す
。

※

両
日
と
も
庄
内
神
楽
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。

※

各
企
業
の
協
力
に
よ
り
境
内
や
参
道
に
は
例
年
通
り
の「
奉
燈
」が
灯
さ
れ

　
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
参
拝
の
上
ご
覧
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

七
月
十
八
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
四
時
　
　
宵
　
　
祭

　
　
こ
ど
も
神
輿
巡
行
　
午
後
四
時
四
十
五
分
出
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
時
は
二
十
日
に
順
延
）

　
　
十
九
日
（
土
）
　
　
　

午
前
十
一
時
　
夏
越
大
祭

　
　
神
輿
巡
行
　
　
　

午
後
四
時
出
御
〜
午
後
九
時
四
十
分
還
御

３

　
御
神
木
を
は
じ
め
境
内
の
大
き
な
楠
の
木
々
が
今
年
も
散
り
始
め
か
ら
約
三
か
月
を
経
て
新
し
い
葉

へ
と
生
え
変
わ
り
、
鎮
守
の
杜
を
美
し
く
彩
っ
て
お
り
ま
す
。
日
々
時
々
の
祭
典
と
共
に
、
こ
の
よ
う

な
季
節
毎
の
木
々
花
々
の
色
や
香
り
に
癒
さ
れ
奉
仕
で
き
る
有
難
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
大
東
亜
戦
争
終
結
八
十
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
当
社
に
て
﹁
武
運
長
久
﹂
の

祈
願
を
し
て
出
征
さ
れ
た
方
も
多
く
あ
り
、
境
内
に
は
忠
魂
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
関
係
で
、
毎
年
校

区
主
催
の
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
に
入
っ
て
碑
の
老
朽
化
に
よ
り
小
さ
く
移
築
さ
れ

年
毎
の
校
区
慰
霊
祭
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
十
年
前
の
終
戦
七
十
年
の
節
目
の
年
に
、

神
社
主
催
に
て
慰
霊
祭
・
平
和
祈
念
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
今
年
も
十
月
の
秋
祭
り
に
併
せ
て
慰
霊
祭

を
斎
行
し
、
大
戦
に
て
散
華
せ
ら
れ
た
英
霊
に
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
年
と
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
当
社
社
殿
も
空
襲
に
よ
り
焼
失
し
、
二
十
余
年
の
月
日
を
経
て
現
在
の
社
殿
竣
功
に
至
り
ま
し

た
が
、
戦
後
生
ま
れ
の
職
員
ば
か
り
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
を
生
き
る
者
と
し
て
、
戦
災
復
興
に
尽
力

さ
れ
た
先
人
た
ち
に
感
謝
し
つ
つ
、
後
世
に
恥
じ
る
こ
と
の
無
き
よ
う
継
い
で
行
け
る
よ
う
境
内
整
備

の
充
実
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
紙
面
に
て
記
事
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
が
、
本
年
四
月
、
令
和
の
御
代
に
な
り
初
め
て
皇
居
勤
労
奉
仕

に
出
掛
け
て
参
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
様
々
な
制
限
な
ど
に
よ
り
、
ま
だ
三
日
間
の

奉
仕
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
団
員
十
九
名
、
天
皇
陛
下
よ
り
お
言
葉
を
賜
り
感
動
感
謝
の
旅
で
あ
り
ま

し
た
。
一
般
参
観
や
平
素
か
ら
出
入
り
可
能
な
東
御
苑
で
は
多
く
の
外
国
人
の
姿
が
見
ら
れ
、
安
全
・

安
心
と
し
て
愛
さ
れ
る
﹁
日
本
﹂
を
感
じ
ま
し
た
。
皇
室
の
弥
栄
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《 御 神 輿 巡 行 路 》

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

15：40

16：00

16：20

16：50

17：25

17：50

18：00

18：10

18：50

出 発 式

春 日 神 社 出 御

東春日・肉の木村屋

東春日・塚川病院

ガレリア竹町西口

ガレリア竹町ドーム

ト キ ハ 本 店

祝 祭 の 広 場 着

（休憩・広場内）

❽

❾















18：55

19：35

19：40

20：00

20：15

20：25

20：55

21：30

21：40

J R 大 分 駅

ガレリア竹町ドーム

ホテル法華クラブ

都 町 ・ 第 一 ビ ル

モ コ 美 容 室

勢家・ポリエチレン加工所

勢 家 ・ 松 岡 商 事

春 日 神 社 門 前

春 日 神 社 還 御

●

大
分
県
庁

王子中町

王子北町

王子南町

南春日町

中春日町

田室町

大道町

勢家町

寿
　
町

高砂町

新　町

末広町

中央町

都　町 荷揚町

中　島

府内町

新
春
日
町

千代町

春日町小●

●

●母子寮 王
子
中
学
校

市
営
総
合
運
動
公
園

大分県ソフ
　トパーク
大分県ソフ
　トパーク
大分県ソフ
　トパーク

●

竹町通商店街

● トキハ
R10

●大分銀行

●大分市役所

●

大
手

公
園

●城址公園

大分駅

春
日
神
社

春
日
神
社

❹

❸

❶

❼

❽
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中
央
町
商
店
街

若草公園若草公園

東春日町



















府内五番街府内五番街

ふたば公園

❷



ジャングル
　公園

西春日町

❻






JRおおいたシティ

昭 和 通 り昭 和 通 り

❺❾





みこしは御神体をお遷ししております。上から

　　見おろすことなく、1階に下りてお参り下さい。

　水をかけないで下さい。みこしがいたみますし、

　　かつぎ手がすべって危険です。

　みこしを見ていただくのはかまいませんが、近

　　づくと危険です。充分に間合いをとって下さい。

うつ



５ ４

　
今
年
も
一
般
希
望
者
を
対
象
と

し
た
大
祓
祈
願
祭
を
下
記
の
通

り
に
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、ご
都

合
に
合
う
日
時
を
ご
確
認
の
上
、

ご
来
社
に
な
り
、お
祓
い
を
お
受

け
く
だ
さ
い
。

期
間
な
ら
び
に
数
量
限
定
で
社
頭
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
。

○
期
間　

六
月
三
十
日
〜
七
月
十
九
日
（
夏
季
大
祭
）

○
初
穂
料　

五
百
円

○
期　

間　

六
月
三
十
日　

午
後
四
時
〜

○
初
穂
料　

一
千
円

　

※

ご
用
意
数
が
無
く
な
り
次
第
に
頒
布
を
終
了
し
ま
す
。

一
、
祭
典
日
時 

　

六
月
三
十
日
（
月
）

　
　

・
午
後
四
時
三
十
分　

・
午
後
五
時　

・
午
後
五
時
三
十
分

　
　

・
午
後
六
時　

・
午
後
六
時
三
十
分

　

七
月 

一
日
（
火
）

　
　

・
午
後
四
時　

・
午
後
五
時　

・
午
後
六
時

　

七
月 

五
日
（
土
）

　
　

・
午
後
三
時　

・
午
後
四
時

　

七
月 

六
日
（
日
）

　
　

・
午
後
三
時　

・
午
後
四
時

一
、
申
込
受
付

　

・
混
雑
を
避
け
る
た
め
、先
行
予
約
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

・
当
日
申
込
は
各
開
始
日
時
の
十
五
分
前
ま
で
で
す
。

　

・
先
着
四
十
六
名
を
超
え
る
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
き
、
右
設
定

　
　

時
間
に
連
続
し
て
執
行
致
し
ま
す
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了　
　

　
　

承
く
だ
さ
い
。

一
、
初 

穂 

料 

　

お
一
人
様
（
代
表
者
） 

三
千
円

　

※

お
連
れ
の
ご
家
族
様
は
お
一
人
様 

一
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
　

﹇
例
﹈
四
人
家
族
の
場
合　

代
表
者　

三
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
三
名　

三
千
円　

合
計　

六
千
円

※

初
穂
料
は
当
日
、
授
与
所
で
の
受
付
時
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

一
、
当
日
の
流
れ 

　

①
祭
典
前
に
受
付
に
て
人
形
（
ひ
と
が
た
）
に
氏
名
を
記
入

　

②
神
職
に
よ
る
大
祓
詞
奏
上
、
切
麻
・
大
麻
に
よ
る
お
祓
い

　

③
茅
の
輪
く
ぐ
り

　

④
御
本
殿
に
て
祈
願
祭
参
列

　

⑤
撤
下
品
（
お
さ
が
り
）
授
与

　

⑥
終
了

※

祭
典
は
神
職
に
よ
り
執
り
進
め
ら
れ
ま
す
。
所
要
時
間
は
約
三
十
分
で
す
。

　

一
年
の
ち
ょ
う
ど
半
分
に
あ
た
る
六
月
三
十
日
は
、
こ
の
半
年
の
間
に
知
ら
ず
知
ら
ず
し
て
身
に
つ
い
た

罪
穢
れ
を
祓
い
除
い
て
、
無
病
息
災
・
厄
難
消
除
を
祈
る
神
事
「
大
祓
式
」
が
全
国
の
神
社
で
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。
こ
の
日
、
神
職
の
手
に
よ
り
一
本
一
本
選
り
分
け
ら
れ
た
み
ず
み
ず
し
い
茅
と
青
竹
で
作
ら
れ
た

「
茅
の
輪
」
が
本
殿
前
に
設
け
ら
れ
「
茅
の
輪
神
事
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

特
に
水
無
月
の
大
祓
式
は
「
夏
越
の
大
祓
」
と
も
呼
ば
れ
、

　
　
水
無
月
の
夏
越
の
祓
い
す
る
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
千
歳
の
命
延
ぶ
と
い
う
な
り

と
い
う
古
歌
に
歌
い
継
が
れ
て
い

る
よ
う
に
、
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
元
気
に
暑
い
夏
を

乗
り
切
る
と
と
も
に
、
新
た
に
迎

え
る
半
年
を
さ
わ
や
か
に
ま
た
清

ら
か
に
過
ご
し
て
い
こ
う
と
す

る
、
私
た
ち
の
祖
先
の
生
活
の
知

恵
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
す
。

　

こ
の
水
無
月
の
大
祓
式
は
、
茅

の
輪
を
く
ぐ
る
こ
と
で
悪
い
流
行

り
病
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
も
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
神
事
を

受
け
、
病
気
に
負
け
な
い
心
と
体

を
整
え
て
過
ご
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

夏
越
大
祓
特
別
祈
願
符

茅
の
輪
御
守

夏
越
大
祓
限
定
御
朱
印

茅
の
輪
の
起
源

　
　
蘇
民
将
来
の
お
は
な
し

茅
の
輪
の
起
源

　
　
蘇
民
将
来
の
お
は
な
し

　

そ
の
昔
、
旅
の
途
中
で
宿
が
見
付
か
ら
ず
困
っ
て

い
る
神
様
が
い
ま
し
た
。
神
様
は
、
蘇
民
将
来
、
巨

旦
将
来
と
い
う
兄
弟
に
宿
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
頼
み

ま
し
た
。
し
か
し
弟
の
巨
旦
将
来
は
、
裕
福
な
暮
ら

し
を
し
て
い
た
の
に
断
り
、
兄
の
蘇
民
将
来
は
貧
し

い
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
神
様
に
宿
を
貸
し

て
食
事
を
提
供
し
も
て
な
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
数
年
が
経
ち
、
再
び
蘇
民
将
来
の
と
こ
ろ

に
そ
の
神
様
が
訪
れ
て
き
ま
し
た
。自
分
は
「
ス
サ
ノ

オ
」
と
い
う
神
で
あ
る
事
を
伝
え
、
あ
の
時
の
も
て

な
し
の
御
礼
に
『
も
し
も
疫
病
が
流
行
し
た
時
は
、

茅
の
輪
を
腰
に
付
け
れ
ば
逃
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
』
と

お
教
え
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
数
年
後
、
そ
の
地

域
で
疫
病
が
流
行
し
た
と
き
、
茅
の
輪
を
腰
に
付
け

た
蘇
民
将
来
の
家
族
だ
け
は
助
か
っ
た
そ
う
で
す
。

（
備
後
国
風
土
記
・
二
十
二
社
註
式
（
祇
園
社
）、

蘇
民
将
来
説
話
）

 

そ  

み
ん 
し
ょ
う
ら
い

 

こ

た
ん 

し
ょ
う
ら
い

水
無
月（
夏
越
）の
大
祓
式

　

茅
の
輪
神
事
の
ご
案
内

水
無
月（
夏
越
）の
大
祓
式

　

茅
の
輪
神
事
の
ご
案
内

夏
越
大
祓
祈
願
祭

夏
越
大
祓
祈
願
祭

人 事

採
用

︵
令
和
七
年
四
月
一
日
付
︶

　
巫
　
女
　
　
坂
　
本
　
心
　
結

　

左
ま
わ
り
・
右
ま
わ
り
・
左
ま
わ
り
と
、
８
の
字
を

書
く
よ
う
に
三
度
く
ぐ
り
抜
け
ま
す
。
そ
う
す
る
と
身

も
心
も
清
ら
か
に
祓
わ
れ
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

茅の輪のくぐり方
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特
集

大
東
亜
戦
争
終
戦
80
年

　

本
年
は
大
東
亜
戦
争
終
戦
八
十
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。

こ
こ
大
分
市
も
度
重
な
る
空
襲
を
受
け
、
特
に
昭
和
二
十
年

七
月
十
七
日
深
夜
の
空
襲
は
市
街
地
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
、

当
社
も
社
殿
・
神
宝
類
は
み
な
悉
く
戦
火
に
失
し
ま
し
た
。

　

今
年
こ
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
当
時
宮
仕
え

を
し
て
い
た
宮
本
末
彦
先
々
代
宮
司
の
手
記
か
ら
読
み
取
れ

る
当
時
の
生
々
し
い
状
況
に
思
い
を
は
せ
、
当
時
の
惨
状
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
一
夜
で
焦
土
と
な
�
た
大
分
空
襲
〜平成 17 年８月 15 日 大分合同新聞朝刊 8 面より

( この図は大分合同新聞社の許諾を得て掲載しています )

　
時
は
昭
和
二
十
年
七
月
十
六
日
午
後
十
一
時
頃
で
あ
る
。二
、三
日
降
り
続
い
た
雨
は
昼
過
ぎ
か
ら
も

ち
な
お
し
て
、夜
に
な
っ
て
か
ら
晴
れ
上
が
り
よ
い
天
気
に
な
っ
た
。

　
突
如
と
し
て﹁
敵
機
襲
来
﹂と
言
う
大
声
が
聞
こ
え
た
の
で
す
ぐ
さ
ま
戸
外
に
跳
び
出
す
と
、東
の
空
に

は
大
き
な
照
明
弾
が
煌
々
と
輝
き
、け
た
た
ま
し
い
爆
音
が
聞
こ
え
た
。﹁
来
た
な
﹂と
直
感
し
て
そ
の
ま

ま
御
神
殿
に
か
け
込
む
。先
ず
御
本
社
の
御
霊
代
を
防
空
壕
に
奉
遷
し
、続
い
て
各
末
社
の
御
霊
代
を

次
々
に
奉
遷
し
奉
っ
た
。

　
こ
の
間
、敵
機
二
機
が
並
行
し
て
東
か
ら
西
へ
低
空
に
跳
び
、滝
水
を
流
す
が
如
く
油
を
投
下
し
、恰
も

大
工
の
隅
指
の
ご
と
き
固
体
か
ら
点
々
と
燃
え
上
が
り
、境
内
一
面
火
の
海
と
な
っ
た
が
や
が
て
燃
え
尽

く
し
た
。

　
続
い
て
敵
機
は
東
か
ら
西
へ
山
の
手
か
ら
海
の
方
へ
と
碁
盤
目
型
に
繰
り
返
し
数
十
機
か
ら
次
々
に

焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
、地
面
に
落
ち
た
も
の
は
、経
四
、五
尺
の
落
下
孔
の
中
で
発
火
し
、油
と
ゴ
ム
と
燐

が
周
辺
の
樹
木
や
建
物
に
飛
び
散
り
炎
を
発
し
た
。樹
幹
や
枝
葉
に
当
た
っ
て
爆
発
し
た
も
の
は
樹
上
に

火
花
を
散
ら
し
凄
惨
の
極
み
で
あ
っ
た
。

　
や
が
て
市
街
の
中
心
部
は
も
ち
ろ
ん
東
西
南
北
四
方
八
方
よ
り
火
の
手
が
あ
が
り
、次
第
に
火
勢
を
増

し
て
真
昼
の
よ
う
に
明
る
く
、こ
の
世
の
地
獄
と
い
う
べ
く
、壮
絶
悲
惨
言
語
に
絶
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。

　
私
の
こ
の
間
バ
ケ
ツ
を
下
げ
て
何
と
か
し
て
此
の
危
機
を
脱
し
、社
殿
を
護
り
た
い
と
走
り
回
り
、懸

命
に
消
化
に
努
め
た
が
遂
に
万
事
窮
し
た
。相
前
後
し
て
御
本
社
及
び
末
社
金
毘
羅
社
に
数
発
が
命
中
し

て
同
時
に
火
を
発
し
手
の
施
し
よ
う
も
な
い
。広
い
境
内
に
は
人
一
人
も
見
当
た
ら
な
い
の
で
、応
援
を

求
め
る
術
も
な
く
、疲
労
と
暑
さ
と
そ
し
て
ゴ
ム
と
燐
と
油
の
燃
え
る
煙
に
む
せ
び
、力
尽
き
、大
楠
の
根

元
に
腰
を
お
ろ
し
呆
然
と
焼
け
落
ち
て
い
く
社
殿
を
見
つ
め
て
、溢
れ
落
ち
る
涙
を
止
め
得
な
か
っ
た
。

　
こ
の
空
襲
に
よ
り
当
社
境
内
に
投
下
さ
れ
た
の
は
油
脂
二
百
五
十
ト
ン
、焼
夷
爆
弾
二
百
十
三
発
で
、

内
七
発
が
不
発
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
空
爆
に
よ
り
焼
失
し
た
の
は
命
中
弾
四
発
を
受
け
た
御
本
社
神
殿
、申
殿
、拝
殿
、透
塀
の
一
連
の

建
物
と
、お
な
じ
く
命
中
弾
二
発
を
受
け
た
末
社
金
毘
羅
社
の
神
殿
、拝
殿
で
、直
接
命
中
し
な
か
っ
た
た

め
一
時
出
火
し
た
が
、消
し
止
め
た
の
は
社
務
所
、絵
馬
殿
、倉
庫
で
あ
っ
た
。

　
七
月
十
八
、十
九
日
は
夏
祭
で
あ
る
。ま
だ
焼
け
跡
に
は
残
り
火
が
時
々
ボ
ー
ツ
と
燃
え
あ
が
り
、白
煙

が
あ
ち
こ
ち
に
立
ち
上
っ
て
惨
澹
た
る
有
様
で
あ
っ
た
。

　
悲
痛
の
中
に
も
焼
け
残
っ
た
神
楽
殿
を
清
掃
し
て
御
神
輿
を
安
置
し
十
八
日
の
夕
刻
御
神
璽
を
奉
遷

し
奉
り
、戦
災
の
御
報
告
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
夏
の
祭
典
を
と
り
行
っ
た
。

　昭和20年７月16日、午後９時すぎ

に警戒警報が発令。

　先導機として先行した10機のB-29

が17日０時12分から爆撃を開始し、

それに続く本隊の117機のB-29が0

時22分から１時32分にかけての約1

時間10分の間に、M47A２焼夷弾

22,922発を大分市街地中心部に投下

した。

　既に大分駅前から本町、堀川町まで

の約1,500戸が取り壊されるなど、建

物疎開が進んでいたため、被害は比較

的抑えられたが、それでもこの空襲に

よる全焼家屋は 2,358戸、半焼家屋

は130戸に及び、10,730人が焼け出さ

れた。

　また、死者49人、負傷者122人の多

数の人的被害を出し、大分市の中心市

街地は壊滅的な被害を受けた。

「第21爆撃軍団の報告書」より

県内最大となった大分空襲

焼失する前の明治41年改築の本殿（戦前の絵葉書より）。
末彦氏は懸命に消火活動をしたが、一人では限界となり、
大楠の根元に腰を落とし、燃えゆく本殿を見るしかなかった。

空襲後、トキハ屋上から大分市西部を望む。
奥には高崎山が見える。

空襲前の大分市中心部。

○は春日神社

写真提供：平和のための戦争展 i nおおいた実行委員会

空襲後の大分市中心部。
軍事施設をはじめ、官公庁や病院、銀行、デパート、
師範学校など様々な施設も焼失した。
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来
た
る
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、
全
国
統
一
候
補
と
し
て
の
推
薦
を
機
関
決
定
頂
き
ま
し
た
神
道

政
治
連
盟
は
じ
め
神
社
界
の
同
志
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
温
か
い
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
育
て
頂
い
て
参
議
院
の
議
席
を
四
期
お
預
か
り
す
る
中
、
私
が
自
由
民
主
党
を
代
表
し
て
臨
ん

だ
本
会
議
場
で
の
国
会
質
問
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
中
継
の
あ
る
総
理
・
閣
僚
へ
の
論
戦
で
は
、
例
え
ば

次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
論
じ
て
参
り
ま
し
た
。

・
万
世
一
系
の
皇
統
を
守
る
こ
と
の
価
値
と
、
皇
位
継
承
の
伝
統
を
堅
持
す
る
こ
と

・
占
領
下
に
制
定
さ
れ
た
憲
法
の
問
題
点
と
具
体
的
改
正
案

・
歴
代
総
理
の
歴
史
認
識
と
戦
没
者
追
悼
の
あ
る
べ
き
姿

・
教
科
書
に
お
け
る
領
土
教
育
の
拡
充

・
政
教
分
離
の
原
則
と
、
被
災
地
で
の
﹁
心
の
復
興
﹂
の
具
現
化

・
敬
意
を
は
ら
う
べ
き
自
国
と
他
国
の
国
旗
掲
揚
の
国
際
マ
ナ
ー

・
日
本
の
主
権
や
領
土
を
保
全
す
る
た
め
の
海
洋
安
全
保
障

・
覇
権
を
狙
い
横
暴
を
繰
り
返
す
中
国
に
対
す
る
、
我
が
国
の
毅
然
と
し
た
主
張
・
反
論

・
史
実
や
歴
史
的
根
拠
を
踏
ま
え
な
い
慰
安
婦
問
題
の
是
正
、
教
科
書
記
述
へ
の
牽
制

・
国
力
の
基
盤
を
な
す
科
学
技
術
の
振
興
と
、
技
術
流
出
へ
の
対
応

・
分
断
に
晒
さ
れ
る
沖
縄
に
留
意
し
、
日
本
と
沖
縄
双
方
を
慈
し
む
国
民
層
を
増
や
す
こ
と

等
で
す
。

　

国
民
生
活
の
安
全
、
国
旗
や
国
歌
、
国
土
や
領
海
の
保
全
、
日
本
の
国
柄
な
ど
、
様
々
な
分
野
の

政
治
課
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
常
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
﹁
国
家
﹂
﹁
国
民
﹂
と
い
う
日
本

全
体
に
と
っ
て
の
安
全
性
や
公
益
・
尊
厳
を
ど
う
確
保
し
、
具
現
化
す
る
か
、
と
い
う
視
点
で
す
。
﹁
国

会
議
員
が
国
家
観
を
持
つ
の
は
当
然
だ
﹂
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
残
念
な
が
ら
国
会
に

お
い
て
、
激
動
の
世
界
で
日
本
が
生
き
抜
く
国
家
戦
略
が
、
論
戦
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
訳
で
は
必

ず
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
実
、
戦
後
の
日
本
で
は
、
自
ら
の
生
存
と
暮
ら
し
の
土
台
と
な
る
国
の
安
全
や
国
土
の
保
全
に

つ
い
て
、
強
い
思
い
を
致
さ
ず
と
も
、
平
和
と
経
済
的
繁
栄
・
国
際
的
地
位
を
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
と
て
も
幸
運
な
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本
を
と
り
ま
く
内
外
の
現
実
を
直
視
し
、

日
本
の
安
全
を
ど
う
創
り
固
め
な
す
か
を
﹁
国
家
﹂
と
い
う
視
点
で
真
面
目
に
論
じ
よ
う
と
し
た
だ

け
で
、
右
翼
や
タ
カ
派
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
時
代
が
長
く
続
い
た
弊
害
も
出
て
い
ま
す
。
自
分

達
の
安
全
確
保
の
方
策
を
ま
と
も
に
議
論
す
ら
で
き
な
い
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
不
幸
な
こ
と
で
あ
り
、

随
分
危
険
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

戦
争
の
反
動
で
大
き
く
揺
れ
た
戦
後
教
育
、
と
り
わ
け
近
現
代
史
、
ア
ジ
ア
の
歴
史
等
を
い
か
に

教
え
る
か
と
い
う
問
題
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
に
お
け
る
右
・
左
双
方
に
と
っ
て
の
核
心
的
論
点

で
あ
り
、
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
先
生
方
が
こ
の
単
元
を
教
え
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
思
想
的
対

立
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
風
潮
も
続
い
て
き
ま
し
た
。
ゆ
え
、
自
戒
の
念
を
含
め
ま
す
が
、
国
民
の

八
十
七
％
が
戦
後
派
世
代
と
な
っ
た
今
、
少
な
か
ら
ず
の
国
民
が
、
必
ず
し
も
近
現
代
史
へ
の
包
括

的
な
理
解
・
認
識
を
得
な
い
ま
ま
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
世
論
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
か
つ

て
日
本
と
米
国
が
戦
火
を
交
え
た
事
実
す
ら
、
知
ら
な
い
小
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
根
本
法
規
で
あ
る
憲
法
に
つ
い
て
も
、﹁
改
正
﹂
か
﹁
護
憲
﹂
か
の
固
定
的
な
攻
防
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
割
か
れ
て
き
た
一
方
、
日
本
を
取
り
巻
く
脅
威
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
る
風
土
が
醸
成

さ
れ
て
き
た
の
は
つ
い
最
近
の
こ
と
で
す
。
来
年
は
戦
後
八
十
年
の
節
目
を
迎
え
、
﹁
自
主
憲
法
の

制
定
﹂
を
旗
印
に
自
由
民
主
党
が
結
党
し
て
七
十
年
と
な
り
ま
す
。

　

私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、
先
人
が
織
り
な
し
て
き
た
時
間
軸
に
敬
意
を
払
い
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

対
立
や
レ
ッ
テ
ル
貼
り
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
国
家
や
国
民
性
を
自
ら
の
言
葉
で
真
摯
に
語
り

続
け
、﹁
日
本
応
援
団
﹂
の
共
感
や
世
論
を
、
丁
寧
に
紡
い
で
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

国
家
を
丁
寧
に
語
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
政
治
信
条
や
思
想
的
立
場
を
主
張
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

学
術
的
に
も
、
歴
史
の
評
価
に
も
耐
え
う
る
論
拠
を
生
み
出
す
探
究
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
に
足
を

つ
け
た
研
究
を
続
け
、
保
守
政
治
家
と
し
て
国
家
を
丁
寧
に
語
り
、
国
民
的
共
感
を
頂
け
る
言
動
を

重
ね
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
年
七
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
　
比
例
代
表︵
全
国
区
︶選
挙
に
向
け
て
、神
道
政
治
連
盟
は
有
村
治
子

さ
ん
を
全
国
統
一
候
補
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
を
機
関
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
参
議
院
　
比
例
代
表︵
全
国
区
︶選
挙
は
、北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
四
十
七
都
道
府
県
に
お
住
ま
い

の
有
権
者
の
皆
様
に
、候
補
者
個
人
名
で
投
票
頂
け
る
選
挙
制
度
で
す
。

﹁
国
家
﹂
を
丁
寧
に
語
り
、

　
　
　
　
　
　
行
動
し
た
い

　
終
戦
当
時
、自
分
が
食
べ
る
も
の
が
あ
る
か
な
い
か
が
最
大

の
関
心
事
で
あ
る
と
き
に
、多
く
の
人
の
復
興
の
拠
り
所
と
し

て
皇
室
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
時
の
出
来
事
が
、現
在

で
も
ご
会
釈
と
し
て
続
い
て
お
り
、可
能
な
限
り
天
皇
皇
后
両

陛
下
が
勤
労
奉
仕
の
労
を
労
っ
て
お
い
で
で
す
。

皇
居
勤
労
奉
仕
の
は
じ
ま
り

実
は
知
ら
な
い

有

村

治

子

あ
り

む
ら

は
る

こ

参
議
院
議
員
　
比
例
代
表︵
全
国
区
︶選
出

神
道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会
　
副
幹
事
長

い
つ
始
ま
っ
た
の
か

　

昭
和
二
十
年
五
月
の
空
襲
で
焼
失
し
た
宮
殿
の
焼
け
跡

を
整
理
す
る
た
め
、
宮
城
県
栗
原
郡
︵
現
・
栗
原
市
︶
の

有
志
が
奉
仕
を
申
し
出
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　

栗
原
郡
出
身
の
鈴
木
徳
一
氏
は
終
戦
直
後
、
進
駐
軍
が

闊
歩
し
て
い
る
荒
廃
し
た
二
重
橋
前
広
場
や
周
辺
の
惨
状

を
目
に
し
た
。
皇
居
内
も
明
治
宮
殿
を
は
じ
め
建
物
は
破

壊
さ
れ
、
空
襲
以
来
、
手
つ
か
ず
の
状
態
で
瓦
礫
と
雑
草

に
覆
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
現
状
に
心
痛
差
し
迫
る
も
の
が

込
み
上
げ
、
青
年
団
活
動
と
し
て
皇
居
外
苑
の
草
刈
奉
仕

を
構
想
す
る
。

﹁
み
く
に
奉
仕
団
﹂
を
結
成

　

栗
原
郡
は
戦
時
中
、
堆
肥
増
産
促
進
の
た
め
の
草
刈
コ

ン
ク
ー
ル
で
全
国
優
勝
を
し
た
地
域
。
腕
に
自
信
の
あ
る

草
刈
作
業
で
の
奉
仕
が
目
的
だ
っ
た
。
鈴
木
氏
は
同
郷
の

後
輩
で
あ
る
長
谷
川
峻
氏
︵
元
国
務
大
臣
秘
書
官
︶
の
協

力
を
得
て
、
宮
内
省
に
皇
居
外
苑
の
草
刈
の
許
可
を
求
め

認
可
を
い
た
だ
い
た
。
何
分
占
領
下
で
の
行
為
で
あ
る
た

め
決
死
の
覚
悟
だ
っ
た
。
総
員
六
十
二
名
か
ら
結
成
し
た

﹁
み
く
に
奉
仕
団
﹂
は
二
十
代
前
半
の
青
年
男
女
が
大
半

で
あ
り
、
靴
や
地
下
足
袋
、
学
生
服
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
と
服

装
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
。

奉
仕
内
容
は
意
外
に
も
皇
居
内

　

上
京
し
た
奉
仕
団
に
宮
内
省
か
ら
通
達
さ
れ
た
の
は
、

皇
居
外
苑
の
草
刈
で
は
な
く
焼
亡
し
た
宮
殿
の
整
理
だ
っ

た
。
当
時
、
皇
居
内
に
は
参
内
で
き
る
の
は
政
府
の
要
人

に
限
ら
れ
、
民
間
の
農
民
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
え
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
予
期
せ
ぬ
事
態
に
一

同
の
喜
び
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
お
出
ま
し

　

作
業
初
日
、
な
ん
と
作
業
場
へ
両
陛
下
が
お
出
ま
し
に

な
ら
れ
た
。
天
皇
陛
下
は
だ
い
ぶ
お
や
つ
れ
の
ご
様
子
。

両
陛
下
か
ら
は
郷
里
の
様
子
、
食
糧
事
情
、
不
自
由
な
こ

と
は
無
い
か
等
の
ご
下
問
に
及
び
、最
後
に
は
御
礼
と
﹁
な

に
と
ぞ
国
家
再
建
の
た
め
に
、
た
ゆ
ま
ず
精
を
出
し
て
努

力
し
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
の
御
言
葉
を
賜
っ
た
。

　

皇
室
と
国
民
と
の
関
係
に
お
い
て
、
一
大
転
機
と
な
っ

た
瞬
間
で
あ
る
。
感
動
に
打
ち
震
え
た
奉
仕
団
は
三
日
間
、

皇
居
か
ら
二
十
キ
ロ
も
離
れ
て
い
た
宿
よ
り
毎
日
通
い
、

朝
か
ら
日
が
暮
れ
る
ま
で
懸
命
に
働
い
た
。

受
け
継
が
れ
る
奉
仕
の
心

　

奉
仕
最
終
日
、
青
年
た
ち
は
皇
居
で
刈
っ
た
草
を
土
産

に
持
ち
帰
る
こ
と
を
宮
内
省
に
願
い
出
る
。
そ
れ
は
こ
の

草
を
肥
料
と
し
、
自
分
た
ち
の
故
郷
の
畑
と
皇
居
を
結
び

つ
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ
だ
っ
た
。
帰
郷
後
、
こ

の
奉
仕
団
の
話
は
新
聞
社
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
全
国

に
発
信
さ
れ
た
。
記
事
を
受
け
て
全
国
に
奉
仕
団
が
結
成

さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
に
は
一
年
で
四
万
人
が
奉
仕
し
て

い
る
。

　
今
春
、宮
本
宮
司
を
団
長
に
総
勢
十
九
名
の
団
を
結
成
。四
月
二

十
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
五
日
間
の
日
程
で
上
京
い
た
し
ま
し

た
。平
成
三
十
一
年
の
春
以
来
六
年
ぶ
り
と
な
る
奉
仕
で
す
。

　
実
際
に
奉
仕
に
入
っ
た
三
日
間
は
全
て
皇
居
内
と
な
り
、宮
内
庁

楽
部
庁
舎
の
ほ
か
、本
丸
跡
周
辺
な
ど
を
清
掃
。期
間
中
に
は
当
社

附
属
団
体
で
あ
る
蓬
莱
雅
楽
会
の
錬
成
会
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て

い
る
楽
部
の
先
生
方
と
も
再
会
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
皇
居
勤
労
奉
仕
団
を
、天
皇
陛
下
も
皇
室
と
国
民
の
接

点
の
一
つ
と
し
て
大
切
に
受
け
と
め
ら
れ
て
お
ら
れ
る
由
、最
終
日

に
は
御
会
釈
を
賜
り
ま
し
た
。

　
大
変
あ
り
が
た
く
、団
長
以
下
謹
ん
で
労
い
の
御
言
葉
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。

第
九
回
皇
居
勤
労
奉
仕



格式高い和洋折衷ウェディングを春 日 神 社

小
さ
な
頃
か
ら
の
憧
れ

純
粋
で
凛
と
し
た
白
無
垢

金
銀
糸
の
刺
繍
が
華
や
か
な

一
目
惚
れ
し
た
色
打
掛

一
日
一
組
限
定

鎮
守
の
杜
に
佇
む
厳
か
な
社
殿
で
の
神
前
式

　

ク
ラ
シ
カ
ル
モ
ダ
ン
な
会
場
で
の
披
露
宴

大
切
な
方
々
か
ら
の
祝
福
に
包
ま
れ
て

　
　
　
　
お
二
人
ら
し
い 

あ
た
た
か
な
一
日
に

【お問合わせ】

春日神社 婚礼係まで
 ℡ 097-532-5638
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